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(57)【要約】
【課題】光体を光源とし、簡易な構成であって、単体ま
たは連結体においてライン状での明暗度を低減させるこ
とができる照明器具を提供するこ
【解決手段】
　照明器具1は、長尺な器具本体４、発光モジュール２
、包囲体５及び端版部２１を具備する。包袋体５及び端
版部２１から光が照射されるのでライン状での器具本体
４における明暗度を低減することができる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長尺状の器具本体と；
　長尺状の基板と前記基板上に実装された発光体とを有する発光モジュールと、
　前記発光モジュールを覆うように椀状に突出する下面を有し、両端側が開口された長形
筒状である前記発光モジュールを収容するように設けられる透光性の包囲体と、
　凸部を有し、前記包囲体の両端側の各々の開口に前記凸部が嵌合するように設けられる
ことで前記開口を閉塞するように設けられる透光性の端版部と、
を備え前記器具本体に取付けられる光源ユニットと；
を具備することを特徴とする照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、発光体の放射光を一般照明に利用し、天井等の造営物に取付けら
れる照明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば発光ダイオードを光源とするＬＥＤ照明器具は、消費電力が低く、ランプ交換な
どの保守作業の回数を低減できるなどの理由により、従来の蛍光灯照明器具の代替品とし
て開発が進められ、普及しつつある。ＬＥＤ照明器具は、通常、複数個の発光ダイオード
を基板に実装して形成された発光モジュールが筐体（器具本体）に直接または間接的に取
り付けられている。
【０００３】
　そして、長尺のＬＥＤ照明器具は、所定長の発光モジュールを直線状に複数個並べて形
成されている。ここで、発光モジュールの基板をほぼ隙間なく直線状につなぐことにより
、つなぎ目での照度の暗部を無くするＬＥＤ照明装置が提案されている（例えば特許文献
１参照。）。すなわち、基板のパターン面の端部の上下にランドを設け、２枚の基板の端
面同士を接触させて、隣接するランド間に直径を１ｍｍとした銅線を載置して、銅線とラ
ンドとをはんだ付けしている。
【０００４】
　また、発光ダイオードの放射光の一部を遮るルーバーを備えるとともに、均一なライン
照明を実現できる照明器具が提案されている（特許文献２参照。）。この照明器具は、発
光ダイオードが器具本体の長手方向に沿って直線状に等間隔に並ぶように、発光ダイオー
ドを設けている複数の光源ブロックが長尺の器具本体に支持されている。
【０００５】
　そして、ＬＥＤ照明器具は、天井に連結または隣接するようにして取り付けられること
がある。例えば、ＬＥＤ照明ユニットをライン状で連結可能なＬＥＤ照明装置が提案され
ている（特許文献３参照。）。このＬＥＤ照明装置は、ＬＥＤ照明装置の一端にオスコネ
クタ、他端にメスコネクタを備え、オスコネクタを連結するＬＥＤ照明ユニットのメスコ
ネクタに差し込むことにより、ＬＥＤ照明ユニットがライン状に並設されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１０－１６１０４６号公報（第６頁、第５図）
【特許文献２】特開２０１０－１１８１８７号公報（第５頁、第１図）
【特許文献３】特開２００９－９９３６３号公報（第６－７頁、第５－６図）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　並設される基板間の隙間を無くし、発光ダイオードの配設ピッチが並設される基板を跨
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いで等間隔となるように設定することにより、照明器具単体においては、器具本体の長手
方向で均一な照明が可能である。しかし、複数の照明器具をライン状で連結した場合には
、照明器具の間には、器具本体が介在することになるので、照明器具の間に照度の暗部が
発生して、ライン状照明の連続性が損なわれるという問題がある。
【０００８】
　また、特許文献３のように、器具本体（ＬＥＤ照明ユニット）をオスコネクタおよびメ
スコネクタにてライン状に連結すると、点灯したときに光らない当該連結部が目立ちやす
く、ライン状照明の連続性が損なわれるという欠点を有する。
【０００９】
　本発明は、発光体を光源とし、簡易な構成であって、単体または連結体においてライン
状での明暗度を低減させることができる照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　実施形態の照明器具は、長尺状の器具本体と；長尺状の基板と、前記基板上に実装され
た発光体とを有する発光モジュールと、前記発光モジュールを覆うように椀状に突出する
下面を有し、両端側が開口された長形筒状である前記発光モジュールを収容するように設
けられる透光性の包囲体と、凸部を有し、前記包囲体の両端側の各々の開口に前記凸部が
嵌合するように設けられることで前記開口を閉塞するように設けられる透光性の端版部と
、
【００１１】
を備え前記器具本体に取付けられる光源ユニットと；を具備することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、包囲体の端板を介して外部空間に照射されるので、放射光がライン状
の器具本体の明暗度を低減させることが可能である。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施例１を示す照明器具の概略側断面図である。
【図２】同じく、連結した照明器具の一部分解概略斜視図である。
【図３】同じく、光源ユニットの概略側断面図である。
【図４】同じく、光源ユニットの概略正面断面図である。
【図５】同じく、光源ユニットの概略分解斜視図である。
【図６】同じく、遮光部材の概略斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の一実施の形態について、図面を参照して説明する。
【実施例１】
【００１５】
　本実施形態の照明器具１は、図１ないし図６に示すように構成される。図１において、
照明器具１は、発光モジュール２、遮光部材３および器具本体４を有して構成されている
。発光モジュール２および遮光部材３は、包囲体５内に配設されており、これらにより光
源ユニット６を構成している。照明器具１は、造営物としての図示しない天井に直付けさ
れる直付型照明器具である。
【００１６】
　発光モジュール２は、基板７および発光体８を有して形成されている。基板７は、例え
ば１．２ｍｍの厚さを有するアルミニウム（Ａｌ）板からなり、長尺の長方形に形成され
ていて、図示しない絶縁層を介して一方の面７ａ側に発光体８を実装している。基板７は
、図４に示すように、その長手方向へ一定の間隔Ｌ１で複数個の発光体８を設けている。
ここで、基板７の最も一端側７ｃおよび他端側７ｄに設けられている発光体８ａ，８ｂと
基板７の長手方向端部（端面）７ｅとの間隔Ｌ２は、前記一定の間隔Ｌ１よりも小さい間
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隔としており、例えば前記一定の間隔Ｌ１の１／２程度としている。そして、一端側７ｃ
および他端側７ｄ７には、図５に示すように、一対の電極ピン９，９を配設するためのラ
ンド１０，１０が設けられている。そして、当該ランド１０，１０に配設した電極ピン９
，９と一面７ａ側に形成された図示しない配線パターンとを電気接続するとともに、複数
個の発光体８を配線パターンにより直並列接続している。
【００１７】
　図４において、発光体８は、図示しないＬＥＤチップおよび封止樹脂１１を有して形成
されている。ＬＥＤチップは、基板７の一面７ａ側において、基板７の長手方向と直交す
る方向すなわち短幅方向に複数個例えば６個が実装されている。複数個のＬＥＤチップは
、基板７に形成された配線パターンにより直列接続されている。ＬＥＤチップは、例えば
青色光を発光するように形成されている。
【００１８】
　そして、封止樹脂１１により、複数個のＬＥＤチップが封止されている。封止樹脂１１
は、透光性の樹脂例えばシリコーン樹脂からなり、ＬＥＤチップから放射された青色光の
一部を黄色光に波長変換する図示しない黄色蛍光体を含有している。これにより、発光体
８は、白色光を放射する。
【００１９】
　遮光部材３は、図６に示すように、平面視外形が発光モジュール２と略同等である長尺
の略長方体に形成されており、発光モジュール２に正対するように配設される枠体１２、
この枠体１２に設けられた縦ルーバー１３および横ルーバー１４を有している。縦ルーバ
ー１３は、枠体１２が発光モジュール２に正対するように配設されたときに、基板７の長
手方向で各発光体８を挟むように設けられている。
【００２０】
　そして、縦ルーバー１３のうち、基板７の長手方向の最も一端側７ｃおよび他端側７ｄ
に設けられた発光体８ａ，８ｂ（図５に示す。）を基板７の長手方向端部７ｅ，７ｅ側か
ら挟む縦ルーバー１３ａ，１３ａは、図１に示すように、基板７の一面７ａとの間に隙間
１５を有するように形成されている。これにより、縦ルーバー１３ａ，１３ａは、基板７
の一端側７ｃおよび他端側７ｄに設けられた発光体８ａ，８ｂのそれぞれの放射光を基板
７の互いに反対方向となる長手方向へ導出するように作用する。
【００２１】
　また、縦ルーバー１３ａ，１３ａを除く他のルーバー１３は、基板７の一面７ａに近接
するように形成されており、発光体８から隣の発光体８側への放射光を遮光するものであ
る。
【００２２】
　横ルーバー１４は、縦ルーバー１３，１３間において、枠体１２に基板７の長手方向に
かつＬＥＤチップの間となるように形成されている。そして、縦ルーバー１３は、その基
板７の長手方向の幅Ｗ１が横ルーバー１４の基板７の長手方向と直交する方向（短幅方向
）の幅Ｗ２よりも大きくなるように形成されている。発光体８，８間の一定の間隔Ｌ１は
、ＬＥＤチップの実装間隔よりも大きいので、縦ルーバー１３の幅Ｗ１を横ルーバー１４
の幅Ｗ２よりも大きくしている。
【００２３】
　そして、発光モジュール２および遮光部材３は、図３に示すように、包囲体５に収容さ
れて取り付けられている。包囲体５は、透光性の樹脂例えばアクリル樹脂からなり、押出
し成型により形成されている。包囲体５は、後述の器具本体４とほぼ同等の全長を有して
なり、本体部１６および固定部１７に構成されている。本体部１６は、平坦状の上面１６
ａおよび下方に椀状に突出する下面１６ｂを有する長形の筒状に形成されている。固定部
１７は、本体部１６の上面１６ａから上方に突出する天板１８を有する断面略長方形の筒
状に形成され、その内部が本体部１６の内部空間に連通している。
【００２４】
　そして、固定部１７の内面には、互いに内側に突出して正対する取付部１９，１９が包
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囲体５の長手方向に亘って形成されている。そして、天板部１８および取付部１９，１９
の間に発光モジュール７の基板７の短幅方向の両端部７ｆ，７ｆおよび遮光部材３の枠体
１２の耳部１２ａが挿入されている。
【００２５】
　発光モジュール２および遮光部材３は、包囲体５の一端側５ａまたは他端側５ｂの開口
２０から天板部１８および取付部１９，１９の間に挿入される。ここで、発光モジュール
２および遮光部材３は、それぞれ複数個例えば４個が挿入される。発光モジュール２は、
基板７の一端側７ｃの端部７ｅが隣の基板７の他端側７ｄの端部７ｅに当接するようにし
て挿入される。遮光部材３に対しても同様である。
【００２６】
　包囲体５の天板部１８の長手方向両端側には、発光モジュール２の電極ピン９，９を挿
通する図示しない切り欠きが設けられている。電極ピン９，９を有する発光モジュール２
は、前記切り欠きに電極ピン９，９が挿入されるように包囲体５に取り付けられる。
【００２７】
　そして、包囲体５は、図５に示すように、その一端側５ａおよび他端側５ｂの開口２０
を閉塞する端板部としての端板２１，２１が取り付けられている。端板２１，２１は、透
光性の樹脂例えばアクリル樹脂により、前記開口２０を閉塞するように包囲体５の端面形
状および大きさに形成されているとともに、前記開口２０に嵌合する図示しない凸部を有
している。
【００２８】
　このように、包囲体５は、その内部に発光モジュール２および遮光部材３を配設してお
り、その両端部５ａ，５ｂに端板２１，２１を設けている。発光モジュール２、遮光部材
３および包囲体５は、光源ユニット６を構成している。基板７の両端側７ｃ，７ｄに設け
られている発光体８ａ，８ｂから放射された放射光は、その一部が遮光部材３の縦ルーバ
ー１３ａ，１３ａと基板７との隙間１５から導出され、透光性の端板２１，２１を介して
外方へ照射するものである。そして、光源ユニット６は、器具本体４に取り付けられてい
る。
【００２９】
　器具本体４は、例えば厚さ０．８ｍｍの鋼板により形成されている。器具本体４は、長
尺であって、図１に示すように、内側に互いに正対するように突出する鍔部４ａ，４ａを
有する断面略コ字形に形成されている。そして、包囲体５の固定部１７が挿入され、当該
固定部１７をバネ材等の図示しない取付け手段により固定している。すなわち、器具本体
４は、発光モジュール２および遮光部材３を長手方向に沿って配設している。また、器具
本体４は、その長手方向に、発光モジュール２および遮光部材３を複数並べて設けている
。
【００３０】
　そして、器具本体４は、図２に示すように、その長手方向の両端側４ａ，４ｂの内側に
ソケット２２，２２を配設し、その中間側４ｃの内側に電源ユニット２３を配設している
。ソケット２２，２２には、器具本体４に光源ユニット６を取り付けるときに、包囲体５
から突出する各電極ピン９，９がそれぞれ挿入される。電源ユニット２３は、商用交流電
源およびソケット２２，２２に電気接続されており、発光体８のＬＥＤチップに所定の電
流を供給するように形成されている。
【００３１】
　そして、器具本体４の長手方向の両端部４ａ，４ｂの端面には、端板２４，２４が例え
ば溶接により取り付けられている。器具本体４は、透光性の端板２１，２１を取り付けて
いる包囲体５が取り付けられていることにより、その長手方向の両端部４ａ，４ｂに透光
性の端板部を有している。ここで、端板２４，２４は、透光性の樹脂例えばアクリル樹脂
により、包囲体５の端板２１，２１と一体に構成されてもよい。そして、光源ユニット６
を器具本体４に取り付けたときに、器具本体４の前記端面を閉塞するようにしてもよい。
【００３２】
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　そして、照明器具１は、連結体２６により、その複数が例えば天井面にライン状で連設
（並設）されている。
【００３３】
　次に、本発明の実施例１の作用について述べる。
【００３４】
　電源ユニット２３に電源が投入されると、発光体８のＬＥＤチップに所定の電流が流れ
て、ＬＥＤチップが発光し、発光体８から白色光が放射される。この放射光は、遮光部材
３の縦ルーバー１３および横ルーバー１４により、照射角度が制限されて、包囲体５から
照射面例えば床面の方向に出射される。前記放射光の照射角度が制限されることにより、
照明器具１を見上げたときのグレアが防止される。そして、縦ルーバー１３の幅Ｗ１は、
横ルーバーＷ２の幅よりも大きいので、照明器具１をその長手方向側から見上げたときの
グレアがより防止される。
【００３５】
　そして、遮光部材３の長手方向両端側の縦ルーバー１３ａ，１３ａと発光モジュール２
の基板７との間に隙間１５が設けられているので、発光体８の放射光の一部が隙間１５か
ら導出し、基板７の長手方向の一端側７ａおよび他端側７ｂから包囲体５を介して外部に
照射される。これにより、発光モジュール２が器具本体４の長手方向に複数並べて設けら
れても、発光モジュール２，２の接続部分での照度の低下が抑制され、放射光が器具本体
４の長手方向の明暗度を低減させるように出射される。
【００３６】
　また、隙間１５から導出した発光体８の放射光の一部は、包囲体５の端板２１，２１を
介して外部空間に照射される。これにより、複数の照明器具１を直線状に連結しても、照
明器具１，１の連結部分での照度の低下が抑制され、放射光がライン状の器具本体４の明
暗度を低減させるように出射される。
【００３７】
　上述したように、本実施形態によれば、発光モジュール２の長手方向の両端側に設けら
れた発光体８ａ，８ｂから放射された放射光は、縦ルーバー１３ａ，１３ａと基板７との
間の隙間１５から長手方向に導出するので、発光モジュール２の長手方向の両端側端部が
照明されることになって、器具本体４の長手方向に複数の発光モジュール２が連設されて
も器具本体４の長手方向で均一な照明光を得ることができるとともに、複数の照明器具１
をライン状に配設しても、複数の照明器具１に亘って均一なライン照明を得ることができ
るという効果を有する。
【００３８】
　そして、発光モジュール２および遮光部材３を透光性の包囲体５内に配設し、包囲体５
の長手方向の両端部５ａ，５ｂに透光性の端板２１，２１を取り付ける簡易な構成ことに
より、上述の作用、効果を得ることができるので、照明器具１を安価に形成できるという
効果を有する。
【００３９】
　そして、遮光部材３の縦ルーバー１３の幅Ｗ１は、横ルーバー１４の幅Ｗ２よりも大き
く形成されているので、ライン状で照明器具１を見上げたときのグレアを大きく防止でき
るという効果を有する。
【００４０】
　なお、縦ルーバー１３の幅Ｗ１を横ルーバー１４の幅Ｗ２よりも小さくし、発光体８，
８間に複数個の縦ルーバー１４を設けるようにしてもよい。
【符号の説明】
【００４１】
１…照明器具、  ２…発光モジュール、  ３…遮光部材、  ４…器具本体、  ５…包囲体
、  ７…基板、  ８…発光体、  １２…枠体、  １３…縦ルーバー、  １４…横ルーバー
、  １５…隙間、  ２１，２１…端板部としての端板
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